
行政コスト計算書（平成15年度） （単位　千円） バランスシート（平成15年度末現在） （単位　千円）

総額 構成比

人件費 48,223 37.1% 資　産 負　債

退職給与引当金繰入 5,744 4.4%

計 53,967 41.5%

物件費 22,312 17.2%

維持補修費 530 0.4%

減価償却費 32,723 25.2%

計 55,565 42.8%

公債費利子 20,188 15.5% 計 1,605,232 計 1,605,232

その他 282 0.2%

計 20,470 15.7%

合　　　計 130,002 100.0%

（単位　千円）

収入 利用料等収入 2,446 1.9%

(15年度） その他収入 979 0.8%

一般財源 126,577 97.4%

利用状況等 利用者負担(利用料金)等

13年度 14年度 15年度 26歳以上 880円

4,301 15,353 17,056 26歳未満 530円

高校生 390円

小・中学生 270円

福井県立三方青年の家

宿泊・研修施設

77,6840流動資産 正味資産

物にかか
るコスト

固定負債 1,510,257

所　 在 　地

設置年月日

施設の種類

設置の目的

三方郡三方町鳥浜１２２－２７－１

青少年を対象とした各種体験活動や研修会などを開催し、心身ともに健全な
青少年の育成を図る。

昭和３８年５月１日　（平成14年4月17日改築）

施設管理主体 県

その他

利用者1人あたり平均利用料

利用者1人あたりコスト

入館料

人にかか
るコスト 有形固定

資      産
1,605,232

投 資 等 0 17,291

利用者数（人）

利用者１人あたりのコストの状況（15年度）

流動負債

7,622 円 

利用料等収入計 2,446,000 円 

143 円 

管理運営担当職員数

概　　　　 要
（構造、面積、主な機能）

鉄筋コンクリート造３階他、延３，５８３．７７㎡
宿泊室（１２０名）、研修室（９０名）、多目的ホール（５００名）、キャンプ場

職員５人
施設の特徴

①嶺南地区における公共の青少年の宿泊施設は３施設（若狭湾少年自然の家、敦賀市少年
自然の家、三方青年の家）しかなく、低料金で利用できるため、小・中学校の宿泊体験学習
やスポーツ少年団、子ども会等の活動の場として幅広く利用され、児童・生徒の体験活動を
促進している。また、高校の部活動の強化合宿や生徒会のリーダー研修会等でも年間を通じ
て利用されている。

②バリアフリーに設計されており、嶺南地域はもとより、県内外の養護学校や障害者団体に
利用されている。

③ボランティアバンクを設立し、中学生や高校生を中心としたボランティアリーダーの養成、
育成の場として活用されている。

④近くに位置する県海浜自然センター、三方町立縄文博物館や学校などとの連携を図りなが
ら、体験活動や研修会などを実施している。

⑤三方青年の家には５００名を収容する多目的ホールがあるが、周辺地域には多人数が使
用可能な施設がないこともあり、地域における講演会やイベント会場などとしても活用されて
いる。

借方 貸方

平成15年度の
活動実績

①ハゼ釣り大会、そば打ち体験など児童・生徒や青少年を中心とした体験活動を実施し、年
間延べ1万7千人の利用実績があった。また、ボランティア養成のための研修会や合宿通学も
実施した。これらの主催事業の参加者アンケートの結果では「大変良かった」74％、「良かっ
た」24％と高い評価を得られた。

②これらの取組みにより1年間の利用者数は対前年度比11％の増加となった。

　今後の事業方
針・取組み内容

①年間を通じ、週末などにおける子どもの居場所としての事業を実施する。（Ｈ１６より実施）

②近隣の３施設(国立若狭湾少年自然の家、県海浜自然センター、町立縄文博物館)と連携
して、地域の資源、素材を活用した事業を実施する。（Ｈ１６より実施）

③湖畔に立地するという地域特性を活かした各種体験活動などに取り組み、利用の促進を
図っていく。

利用者負担, 143 県負担等, 7,479
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7,622円


